
第16回日本褥瘡学会中国四国地方会学術集会プログラム

開会挨拶　9:00 〜 9:05

一般演題Ⅰ［褥瘡の予防・工夫、その他］　9：05 〜 9：59
座長：中川　宏治　高知赤十字病院　形成外科

　　　三谷　和江　徳島大学病院　褥瘡対策室

Ⅰ−1	 	長時間装着型オムツの予防的スキンケア 5分
　医療法人紅萌会　福山記念病院

○樫本　栄代　他　

Ⅰ−2	 	当院における褥瘡予防の取り組み（ABI低値例に対する下肢褥瘡対策）� 5分
　医療法人慈誠会山根病院三隅分院看護部

○大賀　万史　他　

Ⅰ−3	 	がん終末期における褥瘡予防 5分
　鳥取県立中央病院

○前田　泰宏　他　

Ⅰ−4	 	整形外科病棟における医療機器関連圧迫創の予防的ケアの取り組みの効果	 5分
　公益財団法人　大原記念倉敷中央医療機構　倉敷中央病院

○岡田　恭子　他　

Ⅰ−5	 	整形外科病棟における褥瘡発生の要因と予防的介入への検討 3分
　島根県立中央病院　第2総合病棟

○妹尾　千穂　他　

Ⅰ−6	 	小児総合医療センターにおける褥瘡予防対策への取り組み
～小児褥瘡診療計画書基準の作成～� 5分

　愛媛大学医学部附属病院　小児総合医療センター 

○矢野　内菜

Ⅰ−7	 	日本褥瘡学会危機管理と地方会危機管理ネットワークの概要 5分
　徳島大学医歯薬学研究部形成外科学

○橋本　一郎



一般演題Ⅱ［褥瘡の局所管理（創傷管理）］　9：59 〜 10：53
座長：小林　一夫　愛媛県立中央病院　形成外科

　　　山本由利子　高松赤十字病院　看護部

Ⅱ−1	 	穿通枝皮弁による仙骨及び尾骨部褥瘡の再建 5分
　山口県立総合医療センター

○伊藤　綾美　他　

Ⅱ−2	 	巨大ポケットの褥瘡に対する局所陰圧閉鎖療法 5分
　寺岡記念病院　褥瘡対策委員会　陰圧閉鎖療法班

○小坂　義樹　他　

Ⅱ−3	 	当院における局所陰圧閉鎖処置導入状況 3分
　岩国市医療センター医師会病院

○中藤　嘉人　

Ⅱ−4	 	再発褥瘡を外来で経過観察を行っている3症例 5分
　愛媛県立中央病院　形成外科

○中川　浩志　他　

Ⅱ−5	 	バクテロイデス（嫌気性）菌による巨大ポケット形成仙骨部
重度感染褥瘡の保存的治療例� 5分

　医療法人紘友会福山友愛病院　精神科

○古賀政比古　他

Ⅱ−6	 	外科治療を回避できた膝窩部D4褥瘡の1例　―訪問看護との連携―� 5分
　近森病院　形成外科

○赤松　順　他

Ⅱ−7	 	5年間に経験した褥瘡症例の検討 5分
　徳島大学病院　形成外科

○長坂　信司　他　



特別講演　11：00 〜 12：00

最新の褥瘡対策─2016
講師：真田　弘美　 東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護学

専攻  老年看護学/創傷看護学分野　教授

司会：森口　隆彦　川崎医科大学　名誉教授

ランチョンセミナー　12：10 〜 13：00
司会：川上　重彦　金沢医科大学医学部臨床医学形成外科学　教授　

（共催：ケーシーアイ株式会社）

急性期における陰圧閉鎖療法（NPWT）の治療
講師：山本　康弘　福山市民病院　形成外科　統括科長

難治性潰瘍に対する陰圧閉鎖療法（NPWT）の今後の展望
講師：長島　史明　川崎医科大学附属病院　形成外科・美容外科　医長

総会　13：10 〜 13：25

教育講演　13：30 〜 14：30

足の褥瘡を考える
講師：寺師　浩人　神戸大学大学院医学研究科　形成外科学　教授

司会：中西　秀樹　田岡病院　形成外科・創傷治癒センター長

ワークショップ　14：40 〜 16：10

在宅褥瘡における多職種連携をうまくする秘訣は何か？
司会：切手　俊弘　彦根市立病院　外科副部長

　　　小山恵美子　社会医療法人 全仁会　倉敷老健

W−1	 在宅褥瘡ケア～訪問看護のかかわり～
　倉敷中央訪問看護ステーション

○樋口　妙子

W−2	 義歯の不具合が栄養状態に及ぼす影響
　管理栄養士(フリーランス)

○佐藤　樹里



W−3	 褥瘡ケアにおける多職種連携のためのリハ職の役割について
　リハケアネット訪問看護ステーション

○香川　寛

W−4	 在宅医療における多職種連携について～ケアマネジャーの立場から～
　あゆむ介護相談事業所

○大原　由照

一般演題Ⅲ［体圧分散用具、栄養、その他］　16：10 〜 17：14
座長：稲川　喜一　川崎医科大学　形成外科

　　　貝川　恵子　川崎医科大学附属病院　看護部

Ⅲ−1	 A病院における体圧分散マットレス適合状況と今後の課題 5分
　山口県立総合医療センター

○河島　史恵　他

Ⅲ−2	 リハビリテーションに効果的な体圧分散寝具の検討
-ネオ３Dの使用経験から-� 5分

　山口県立大学大学院　健康福祉学研究科

○田中マキ子　他

Ⅲ−3	 4時間毎の体位変換の褥瘡発生予防に対する有効性の検証 5分
　中国労災病院

○冨岡　愛美　他

Ⅲ−4	 重症心身障害者の難治性後頭部褥瘡、耳介褥瘡への取り組み
～ＵＳＡＫＯクビマクラ®による完治例～	 5分

　養和病院　リハビリテーション科

○土中　伸樹

Ⅲ−5	 褥瘡患者ゼロを目指して　～精神科病院としての委員会活動～ 5分
　医療法人大林会　福山こころの病院

○大村美弥子　他

Ⅲ−6	 プレアルブミン（TTR）は褥瘡治癒過程に係る
動的栄養アセスメント蛋白(RTP)	の一つである〔第2報〕� 5分

　医療法人紘友会福山友愛病院　精神科

○末丸　修三　他



Ⅲ−7	 当院における糖尿病を合併した褥瘡症例へのチーム医療を検討して� 5分
　医療法人慈誠会山根病院三隅分院　看護部

○山田　治希　他

Ⅲ−8	 当院における下肢創傷の実態 5分
　笠岡第一病院　看護部

○山﨑　恵　他

閉会挨拶　17:15 〜




